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BYK-S 740 N

BYK-S 740 N
不飽和ポリエステル樹脂用のスチレン低揮散剤
オルソフタル酸樹脂のスチレンモノマーの揮散量が最大90%低下し、ポリエステル樹脂ラミ
ネートの層間接着性への影響なし

製品データ

組成
ヒドロキシポリエステルとパラフィンワックスの溶液

一般性状
本データシートに記載されている数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (40 °C): 0.88 g/ml
引火点: 103 °C
屈折率 (40 °C): 1.464
形状: ペースト

貯蔵および輸送
保管および輸送中に分離することがあります。 十分に撹拌してから使用して下さい。

適用分野

熱硬化型樹脂系

特長
BYK-S 740 N は、オープンモールド加工に用いるオルソフタル酸樹脂からのスチレンモノマーの揮散量を低
下させるのに非常に効果的な添加剤です。本添加剤による層間接着性への悪影響はございません。

推奨用途
BYK-S 740 Nは、特にオルソフタル酸樹脂に最適で、イソフタル酸樹脂にも使用することができます。

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.5-1 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。
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添加方法
BYK-S 740 N を撹拌しながら樹脂に添加してから、他の配合成分を添加して下さい。
取扱い性を改善させたい場合は、本製品を（最大40℃で）融解させて液状にし、撹拌しながら樹脂に添加し
て下さい。融解させない場合には、5-20%のスチレンモノマーを添加してペーストを柔らかくすれば、樹脂に
容易に溶解します。BYK-S 740 Nとスチレンモノマーの混合物は24時間以上保管せず、十分に撹拌してか
ら使用してください。

特記事項
非チキソ性樹脂の場合、 BYK-S 740 Nは保管時に凝集し、樹脂表面に配向する傾向があります。分離した
場合には、樹脂を撹拌してから加工して下さい。非チキソ性樹脂中でBYK-S 740 Nの貯蔵安定性を適性化
するには、0.2-0.5 %のBYK-LP W 6236を併用して下さい。
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